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先
人
た
ち
の
業
績
に
感
謝

関
係
者
120
人
が
出
席

記
念
式
典
を
開
催

　

式
典
に
は
、
参
議
院
の
豊
田
俊

郎
議
員
、
臼
井
正
一
議
員
、
近
隣

市
町
長
な
ど
来
賓
を
は
じ
め
、
関

係
者
約
120
人
が
出
席
。
長
谷
川
市

長
は
「
こ
の
節
目
に
、
本
市
の
発

展
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
先
人
た

ち
の
業
績
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
本
市
の
価
値
を
再
確
認
し
、

こ
れ
を
未
来
に
承
継
し
、
更
に
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
２
月
11
日
、
鴨
川
市

は
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
市
政
の
発
展
を
祝

い
、
郷
土
に
対
す
る
愛
着
、
誇
り

の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
1
月
19
日
、
鴨
川
市
役
所
で

「
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　鴨川市は、平成 17 年２月 11 日の旧鴨川市と旧天津小湊町の合併により、新鴨川市が誕生

し、令和 7 年に市制施行 20 周年の節目の年を迎えました。

　今後、市制施行 20 周年を記念して、市政の発展を祝い、郷土に対する愛着、誇りなどの醸成

を図ることを目的とし、市制施行 20 周年記念を冠した様々な事業を実施する予定です。

　右のロゴマークおよびキャッチコピーは、 20 周年の祝賀の機運を醸成するために、作成した

ものです。

市政功労者 （順不同 ・敬称略）

野村静雄、辰野利文、渡辺訓秀、脇坂保雄、亀田翠香、佐藤節子、杉村 （奈

良県）、 中嶋八良、 公益社団法人安房医師会、 安房保健所管内鴨川食

品衛生協会、 特定非営利活動法人大山千枚田保存会、 オルカ鴨川ＦＣ株

式会社、 一般財団法人鴨川交通安全協会、 一般社団法人鴨川市観光協

会、鴨川市建設協力会、鴨川市国際交流協会、鴨川市子ども会育成連盟、

鴨川市商工会、鴨川市食育推進協議会、鴨川市心身障害者 （児） 福祉会、

鴨川市生活環境整備推進連絡協議会、 鴨川市酪農会、 鴨川市老人クラ

ブ連合会、 株式会社グランビスタホテル＆リゾート、 特定非営利活動法

人災害救援レスキューアシスト、 一般社団法人千葉県建築士会安房支部、

株式会社千葉ロッテマリーンズ、 有限会社房州日日新聞社鴨川支局



●平成17年（2005年） 

・新「鴨川市」が誕生（2月11日） 

・市長職務執行者に片桐有而氏が就任  

・初代市長に本多利夫氏が就任  

・安房東中学校が開校 

・新市のシンボル「市章」が決定  

・北海道日本ハムファイターズの秋季キャンプ 

ルーキー ダルビッシュ有投手も参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成18年（200６年） 

・新市初の成人式 鴨川シーワールドで開催 

・第1次鴨川市総合計画を策定 

・新市初の市議会議員選挙 

・城西国際大学観光学部が開校 

 

●平成19年（2007年） 

・ふれあい記念公園が開園 

・第1回幻想の大山千枚田を開催  

・プロ野球公式戦 イースタン・リーグ「ロッテ対巨人」 

・齋藤美信氏が「名誉市民」に 

 

●平成20年（2008年） 

・千葉ロッテマリーンズ 初の春季キャンプ 

・身延町と姉妹都市協定を再締結  

・西条幼稚園舎完成 幼保一元化もスタート 

・コミュニティバスの実証運行がスタート 

・小高芳男氏が「名誉市民」に 

 

●平成21年（2009年） 

・地球一周「アースマラソン」  

間寛平さんがフィッシャリーナ鴨川から出航 

・新市長に片桐有而氏が就任  

・県内初の小中一貫校「長狭学園」が開校 

・名誉市民 長谷川治一氏の「市民葬」 

 

●平成22年（2010年） 

・市民憲章、市の花・木・魚を制定、イメージキャラクター誕生 

・千葉ロッテマリーンズ 春季・秋季「鴨川キャンプ」を実施 

・市道八幡東線が開通 

・天皇皇后両陛下の行幸啓 大山千枚田などを視察 

・ゆめ半島千葉国体 ボクシング競技会が市内で開催 

 

●平成23年（2011年） 

・大山千枚田が天皇陛下のお歌（御製）の題材に 

・千葉国体などで活躍 戸部洋平、秦秀名選手に市民栄誉賞 熊切隆夫選手に市

長特別賞を贈呈 

・東日本大震災による避難者を市内施設で受け入れ 

・平成23 年度～27 年度「第2次5か年計画」がスタート 

・幼保一元化施設「長狭こども園」が開園  

・新 鴨川中学校が開校  

・千葉ロッテマリーンズ1軍秋季鴨川キャンプがスタート 

 

●平成24年（2012年） 

・鴨川を舞台としたアニメ「輪廻のラグランジェ」が放送 

・天皇陛下のお歌を後世へ 大山千枚田の御製碑を披露 

・5期19年の功績たたえ本多利夫氏が「名誉市民」に 

・鴨川市市民葬「現代の円空 長谷川昂氏を偲ぶ」 

・4年制の亀田医療大学が開校 

・市役所内に「鴨川ふるさとハローワーク」がオープン 

・日本一どでカボチャ大会で上野氏が402.2kgで日本一 

 

 

●平成25年（2013年） 

・新市長に長谷川孝夫氏が就任 

・大山公民館がリニューアルオープン 

・60年に一度 厳島神社弁財天の「本開帳」 

・米国マニトワック市との 

姉妹都市提携20周年 

 

 

 

 

 

●平成26年（2014年） 

・県南初の女子サッカーチーム 「オルカ鴨川ＦＣ」が誕生 

・第1回「秋桜ロードレース inかもがわ」を開催 

・市内出身プロボクサー戸部洋平選手 第36代日本スーパーフライ級王者に 

・長狭学園の屋内運動場が完成  

 

●平成27年（2015年） 

・市制施行10周年記念式典を開催 

・市役所庁舎の耐震補強と大規模改修が完了   

・新 江見小学校が開校 

・江見認定こども園が開園  

・中学生まちづくり議会を開催 

・20年に一度の大祭 「式年鳥居木曳祭」 

・オルカ鴨川ＦＣ チャレンジリーグに昇格 

 

●平成28年（2016年） 

・総合運動施設サッカー場をリニューアル  

・子ども医療費の通院・調剤費助成 

中学校3年生まで拡大 

・第2次鴨川市総合計画、地方創生総合戦略 

本格実施へ 

・認定こども園ＯＵＲＳ 

子育て短期支援事業等がスタート 

・オルカ鴨川ＦＣがなでしこリーグ2部に昇格 

・県南初の津波避難タワー 小湊小学校に完成 

 

 

●平成29年（2017年） 

・ソフトボール女子日本代表チームの 

春合宿を実施 

・新市長に亀田郁夫氏が就任  

・株式会社良品計画と地域活性化に関する協定を締結  

・天津地区と小湊地区を結ぶ「新実入トンネル」が貫通 

・市道貝渚大里線「貝渚橋」が開通  

・ロッテマリーンズ秋季キャンプ、過去最高3万人超の来場 

・鴨川観光プラットフォーム株式会社がスタート 

 

 
 

●平成30年（2018年） 

・小湊地域の活性化と学校跡地活用を考える「100人会議」 

・旧大山小学校内に有料貸事務所「里山オフィス」がオープン 

・「里のＭＵＪＩ みんなみの里」が改装 

オープン 

・市役所窓口でパスポートの申請・交付 

スタート 

 

 

●平成31年・令和元年（2019年） 

・鴨川有料道路の料金徴収期間が満了し無料開放 

・天津小湊小学校が開校、天津小湊認定こども園が開園 

・昭和52年にオープンした「市民会館」が休館 

・令和元年房総半島台風等により甚大な被害が発生  

・国道128号実入バイパスが開通 

・鴨川産の鯖節が令和の大嘗祭に供納 

 

 

 

 

 

 

 

●令和2年（2020年） 

・新型コロナウイルスがまん延、市民生活へ甚大な影響 

・城西国際大学が観光学部の東金キャンパスへの移転表明 

・駅と郵便局が全国初の一体運営、江見駅郵便局が開局 

・第2期君津地域広域廃棄物処理事業契約を締結 

・鴨川シーワールドが50周年 

 

 

 

 

 

●令和3年（2021年） 

・日蓮聖人生誕800年記念「日蓮のあかり800年」が開催 

・新市長に長谷川孝夫氏が2度目の就任 

・新しい市立国保病院が開院 

・東京2020オリンピック・パラリンピックが開催 

・聖火リレーの代替イベントに久根崎克美さんが参加 

・女子サッカーオランダ代表の事前キャンプを受け入れ 

・パラリンピック聖火を西条小児童が採火  

・市ウェブサイトがリニューアル、 

市公式LINE配信も開始 

・清澄山道ループ橋が開通 

 

●令和4年（2022年） 

・新型コロナウイルス対策や物価高騰 

対策を実施 

・小湊さとうみ学校がオープン 

・大山千枚田と川代柿ノ木代棚田が 

「つなぐ棚田遺産」に認定 

・城西国際大学観光学部が東金キャン 

パスに移転 

・「ゼロカーボンシティ」を宣言 

・一般廃棄物中継施設 

「クリーンステーション鴨川」が稼働 

・郷土資料館が開館40周年の記念展を開催 

 

●令和5年（2023年） 

・中学生まちづくり議会を開催 

・大阪府泉南市と「大規模災害時相互応援協定」を締結 

・「Kamogawa SEASIDE BASE」が魅力体験広場にオープン  

・房日新聞社と「災害時情報発信協力協定」を締結 

・鴨川中学校の多田、野村選手が女子硬式野球国際大会優勝 

・鴨中出身 日大三高3年の安田虎汰郎選手が甲子園出場、 

侍ジャパンＵ-18選出でＷ杯初制覇の快挙に貢献 

  

・令和5年台風第13号により甚大な被害が発生 

・米国マニトワック市と姉妹都市提携30周年記念式典開催 

・なでしこリーグ 1部でオルカ鴨川ＦＣが初優勝  

・千葉県誕生150周年記念「第48回鴨川市民音楽祭」開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和6年（2024年） 

・幹線市道 貝渚大里線（大里～花房間）が開通 

・「子ども家庭センター」を新設  

・子ども医療費の無料化を高校3年生まで拡大 

・里のＭＵＪＩみんなみの里に「里山デッキ」、「SOIL to SOUL FARMPARK＠

鴨川」がオープン 

・総合運動施設の「交流棟」が供用開始 

・全国広報コンクールで市のウェブサイトが1位に 

総務大臣賞・読売新聞社賞をダブル受賞 

・学校法人立正大学学園と「連携協定に関する包括協定」を締結 

・2年ぶりに 鴨川市民花火大会を開催 

・小湊さとうみ学校で「夏期巡回ラジオ体操 みんなの体操会」を開催 

・天津小湊支所内に館山信用金庫天津小湊支店が移転 

・表彰式で功労者40人を表彰 

・学校法人日本航空学園と「土地使用貸借契約」を締結 

  
 

・物価高騰対策各産業や子育て世帯への支援金を交付
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・プロ野球公式戦 イースタン・リーグ「ロッテ対巨人」 

・齋藤美信氏が「名誉市民」に 

 

●平成20年（2008年） 

・千葉ロッテマリーンズ 初の春季キャンプ 

・身延町と姉妹都市協定を再締結  

・西条幼稚園舎完成 幼保一元化もスタート 

・コミュニティバスの実証運行がスタート 

・小高芳男氏が「名誉市民」に 

 

●平成21年（2009年） 

・地球一周「アースマラソン」  

間寛平さんがフィッシャリーナ鴨川から出航 

・新市長に片桐有而氏が就任  

・県内初の小中一貫校「長狭学園」が開校 

・名誉市民 長谷川治一氏の「市民葬」 

 

●平成22年（2010年） 

・市民憲章、市の花・木・魚を制定、イメージキャラクター誕生 

・千葉ロッテマリーンズ 春季・秋季「鴨川キャンプ」を実施 

・市道八幡東線が開通 

・天皇皇后両陛下の行幸啓 大山千枚田などを視察 

・ゆめ半島千葉国体 ボクシング競技会が市内で開催 

 

●平成23年（2011年） 

・大山千枚田が天皇陛下のお歌（御製）の題材に 

・千葉国体などで活躍 戸部洋平、秦秀名選手に市民栄誉賞 熊切隆夫選手に市

長特別賞を贈呈 

・東日本大震災による避難者を市内施設で受け入れ 

・平成23 年度～27 年度「第2次5か年計画」がスタート 

・幼保一元化施設「長狭こども園」が開園  

・新 鴨川中学校が開校  

・千葉ロッテマリーンズ1軍秋季鴨川キャンプがスタート 

 

●平成24年（2012年） 

・鴨川を舞台としたアニメ「輪廻のラグランジェ」が放送 

・天皇陛下のお歌を後世へ 大山千枚田の御製碑を披露 

・5期19年の功績たたえ本多利夫氏が「名誉市民」に 

・鴨川市市民葬「現代の円空 長谷川昂氏を偲ぶ」 

・4年制の亀田医療大学が開校 

・市役所内に「鴨川ふるさとハローワーク」がオープン 

・日本一どでカボチャ大会で上野氏が402.2kgで日本一 

 

 

●平成25年（2013年） 

・新市長に長谷川孝夫氏が就任 

・大山公民館がリニューアルオープン 

・60年に一度 厳島神社弁財天の「本開帳」 

・米国マニトワック市との 

姉妹都市提携20周年 

 

 

 

 

 

●平成26年（2014年） 

・県南初の女子サッカーチーム 「オルカ鴨川ＦＣ」が誕生 

・第1回「秋桜ロードレース inかもがわ」を開催 

・市内出身プロボクサー戸部洋平選手 第36代日本スーパーフライ級王者に 

・長狭学園の屋内運動場が完成  

 

●平成27年（2015年） 

・市制施行10周年記念式典を開催 

・市役所庁舎の耐震補強と大規模改修が完了   

・新 江見小学校が開校 

・江見認定こども園が開園  

・中学生まちづくり議会を開催 

・20年に一度の大祭 「式年鳥居木曳祭」 

・オルカ鴨川ＦＣ チャレンジリーグに昇格 

 

●平成28年（2016年） 

・総合運動施設サッカー場をリニューアル  

・子ども医療費の通院・調剤費助成 

中学校3年生まで拡大 

・第2次鴨川市総合計画、地方創生総合戦略 

本格実施へ 

・認定こども園ＯＵＲＳ 

子育て短期支援事業等がスタート 

・オルカ鴨川ＦＣがなでしこリーグ2部に昇格 

・県南初の津波避難タワー 小湊小学校に完成 

 

 

●平成29年（2017年） 

・ソフトボール女子日本代表チームの 

春合宿を実施 

・新市長に亀田郁夫氏が就任  

・株式会社良品計画と地域活性化に関する協定を締結  

・天津地区と小湊地区を結ぶ「新実入トンネル」が貫通 

・市道貝渚大里線「貝渚橋」が開通  

・ロッテマリーンズ秋季キャンプ、過去最高3万人超の来場 
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編集 ・発行　　鴨川ふるさと会事務局　

鴨川市役所企画総務部企画政策課

〒 296-8601　鴨川市横渚 1450　　電話　04-7093-7828

鴨川ふるさと会　前会長　池谷　洋　氏　　令和6年1月逝去

元鴨川市長　片桐　有而　氏　　令和7年3月逝去

ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます

鴨
川
ふ
る
さ
と
会

令
和
6
年
度
臨
時
総
会

新
役
員
を
選
出

株式会社セシム 様

市に企業版ふるさと納税

による寄附金を贈呈　

佐々木 久之 新市長の就任 長谷川 孝夫 市長の退任

　

昨
年
１
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
池

谷
洋
前
会
長
と
は
同
級
生
で
あ

り
、
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
の
卒

業
ま
で
を
一
緒
に
過
ご
し
た
本
当

に
親
し
い
友
達
で
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

鴨
川
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
て
き
た
そ
の
意
志
を
引
継
ぎ
、

今
後
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
会
員
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
会
を
発
展

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
中
学
・
高
校
生
の

と
き
の
部
活
動
で
野
球
部
に
所
属

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
出
身
校
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
の
仲
間
同
志
で
、
母

校
の
後
輩
た
ち
の
活
動
を
応
援
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
同
郷
の

人
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
会
員
数

を
増
や
し
つ
つ
、
様
々
な
面
で
鴨
川

を
も
っ
と
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
こ
の
会
を
未
来
に
向
け
て
発
展

あ
る
会
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

鴨
川
市
は
、
佐
々
木
誠
ふ
る

さ
と
会
会
長
が
代
表
取
締
役

を
務
め
る
株
式
会
社
セ
シ
ム

様（
東
京
都
豊
島
区
）
か
ら
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
寄
附
金
50
万
円
を
受
領

し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
３
月
４
日
に
贈

呈
式
が
執
り
行
わ
れ
、
同
社　

佐
々
木
代
表
か
ら
は
、「
人
口

減
少
の
進
む
中
、
こ
ど
も
を
大

切
に
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え

ら
れ
、
長
谷
川
市
長
に
目
録
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
警
備
業
務
を
主
と

し
て
お
り
、
鴨
川
営
業
所
で

は
、
通
学
等
の
子
ど
も
の
見
守

り
を
は
じ
め
と
す
る
安
心
安

全
に
関
す
る
活
動
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
自
治
体

等
に
お
け
る
災
害
復
旧
支
援

な
ど
、
地
域
へ
の
積
極
的
な
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

贈
呈
を
受
け
た
長
谷
川
市

長
か
ら
は
「
貴
社
の
こ
う
し
た

取
組
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
共
に
、
本
市
と
し
て
も
、

出
身
者
に
愛
さ
れ
る
故
郷
と

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
の
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
1
月
22
日
、
鴨
川
ふ

る
さ
と
会
の
臨
時
総
会
が
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
令
和
元
年
以
来
と
な
る

対
面
形
式
で
開
催
さ
れ
、
役
員
改

選
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

会    

長　
　

佐
々
木　
　

誠

副 

会 

長　
　

昼
間　
　

洋
子

副 

会 

長　
　

山
口　
　

耕
作

理    

事　
　

渡
邉　
　

治
巳

監    

事  

　

髙
橋　
　

千
恵
子

監    

事  

　

髙
橋　
　

寿
明

　

ま
た
、
鴨
川
市
が
現
在
進
め
る

次
期
総
合
計
画
の
策
定
の
た
め
、

長
谷
川
市
長
と
平
川
副
市
長
を
迎

え
て
の
市
政
懇
談
会
が
併
せ
て
実

施
さ
れ
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
活
発
な
意
見
交
換
が
展
開
さ

れ
た
ほ
か
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で

も
、
ご
参
会
の
皆
様
相
互
が
親
睦

を
深
め
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が

語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。

新
会
長　
　

佐
々
木　

誠

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　３月 16 日に行われた鴨川市長選挙で、 佐々木久之氏が

初当選し、 第６代鴨川市長に就任しました。 翌 17 日、 多

くの支援者や職員に迎えられ、 市役所に初登庁しました。

　3 月 28 日の初の市議会臨時会で、 「ふるさと鴨川のた

め、 まちへ飛び出し、 まちの声を聞き、 私の施策に繋げ、

夢を語り、 夢を叶えていきます。

　夢と希望が叶うまちへ、 職員とともに全力をもって取り

組んで参りますので、 一層のご理解、 ご協力をお願い申

し上げます。」 と所信を述べられました。

　鴨川市長を通算２期８年務め

た長谷川孝夫氏が 3 月 11 日、

市役所で多くの市民や職員に

見送られながら退任しました。

　新鴨川市が誕生して以来、 教

育長 ・ 市長として 16 年近くに

わたり、 鴨川市のまちづくりに心血を注がれました。

　退任式では、 「浅学非才の身でありながら市長という仕

事ができたのもここにいる皆さんのお陰です。 本当に皆さ

んに感謝です」 と述べられました。

　退庁時には、 市役所前に多くの

市民が駆け付け、 労いの言葉をか

けられると、 「本当にありがとうご

ざいました」 と笑顔で市役所を後

にしました。

ふるさと納税のご相談は、 鴨川ふるさと会事務局 ： 市企画政策課で承ります （電話 04-7093-7828）

所信表明の全
文は市ホーム
ページに掲載
しています

【
訃
報
】


